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１ 研究の背景と目的および方法 

本報ではその２の結果を受け，相関分析により，生活

環境評価と居住環境満足度の関係性を把握する。 

さらに，生活行動調査により施設利用回数や施設内の

活動内容，施設利用圏といった島民の生活行為の傾向を

把握し，生活行動と満足度の関係性を明らかにする。 

以上により，住民の姫島村の居住環境に対する高い満

足度の要因の分析を行う。 

２ 島民の居住環境評価と生活環境評価の関係 

２-１ 居住環境満足度の指標について 

 既往研究での分析結果の 1 つである各行政区の主成分

得点平均値を，居住者の居住環境評価の指標として用い

る。主成分分析の結果，5 つの主成分が抽出されたが，第

1 主成分を「生活基盤の軸」，第 2 主成分を「文化・交流

の軸」，第 3 主成分を「周辺環境の軸」，第 4 主成分を

「住環境の軸」，第 5 主成分を「生活利便性の軸」と解釈

している。主成分得点平均値を表１に示す。特徴的な項

目として、「周辺環境の軸」で 5 区，6 区がそれぞれ 0.670，

0.622 と 1～4 区と比較し高い値となっているのに対し、

「生活利便性の軸」においては対照的に 5 区，6 区がそれ

ぞれ-0.669，-0.847 と 1～4 区と比較し低い値となっていた。 

２-２ 居住環境満足度と生活環境の関係性 

２-２-１ 主成分得点平均値と 5つの評価軸の指数 

ここでは，居住環境満足度と基盤整備状況や施設立地

特性における生活環境の関係性をみるために，主成分分

析で得られた主成分得点平均値と生活環境評価で得られ

た指数を用いて単相関分析（ピアソン）を行う。検定に

は t 検定を用い、すべての値で有意水準 0.05 を下回った。 

 生活基盤の軸，文化・交流の軸，周辺環境の軸，住環

境の軸，生活利便性の軸の主成分得点平均値と 5 つの評

価軸の指数の相関分析を行った。生活基盤の軸の主成分

得点平均値と 1,2 次産業の指数は 0.557，文化・交流の軸

の主成分得点平均値と 3 次産業の指数は 0.540，周辺環境

の軸の主成分得点平均値と交流の指数は 0.916，住環境の

軸の主成分得点平均値と 3 次産業の指数は 0.594，生活利

便性の軸の主成分得点平均値と社会基盤の指数は 0.734 と

最も高い相関がみられた（表 2）。 

２-２-２ 主成分得点平均値と5つの評価軸構成指標の指数 

 主成分得点平均値と 5 つの評価軸の指数で最も高い相

関がみられた組み合わせについて（表 2）， 5 つの評価軸

の構成指標のなかで最も主成分得点平均値と相関がある

指標を，単相関分析により特定した（表 3）。 

生活基盤の軸の主成分得点平均値と 1,2 次産業軸を構成

する漁港までの距離の指数は 0.408，文化・交流の軸の主

成分得点平均値と 3 次産業軸を構成する 3 次産業系施設

の指数は 0.582，周辺環境の軸の主成分得点平均値と交流

軸を構成するデイサービス参加率の指数は 0.990，住環境

の軸の主成分得点平均値と 3 次産業軸を構成するサービ

ス施設の指数は 0.687，生活利便性の軸の主成分得点平均

値と社会基盤軸を構成するフェリー乗り場までの距離の

指数は 0.855 と相関が確認できた（表 3）。 

３ 島民の生活行動調査による生活行為の実態把握 

３-１ 生活行動調査の概要 

 日常の島民行動を把握するために，調査対象日を「村

の特別な行事がない平日」と定め，日常の一日の行動内

容，その場所，移動経路について尋ねた。調査は 2011 年

11 月 11 日（金）｛晴れ｝の行動を中心に行った。調査対

象者の基本属性を表 4 上段に示す。 

３-２ 島民の行動と行動数 

調査から得られた行動を「社会行動」「生活行動」「任

意行動」の 3 種に大分類し，さらにそれらを「交流」「行

事」「利便」「仕事」「娯楽」の 5 つに分類した注 1）。 

すべての対象者で「仕事」に関する行動が最も多く， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離島地域 空間利用特性 生活行動 

居住環境満足度 施設利用分布 施設利用圏域 

主成分得点平均値 生活基盤 文化・交流 周辺環境 住環境 生活利便性

相関係数 0.408 0.582 0.990 0.687 0.855
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表 1 居住環境満足度における主成分得点平均値 

表 2 主成分得点平均値と 5つの評価軸指数の相関係数 

（主成分得点平均値×5つの評価軸の構成指標の指数） 
表 3 相関係数が最も高かった組み合わせとその相関係数 

表 4 調査対象者の属性と行動回数 

Factor of satisfaction about residential circumstance by  

Particularities of space use and Living activities in Remote Island. 
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KAI kazuki, HIMENO yuka 

行政区 生活基盤の軸 文化・交流の軸 周辺環境の軸 住環境の軸 生活利便性の軸
1区 -0.109 -0.120 -0.108 -0.045 0.122
2区 0.065 0.053 -0.146 0.232 0.120
3区 0.095 0.087 -0.083 0.040 0.107
4区 -0.020 -0.054 -0.138 0.023 0.208
5区 0.274 -0.179 0.670 -0.613 -0.669
6区 -0.114 0.228 0.622 -0.104 -0.847

軸名 生活基盤 文化・交流 周辺環境 住環境 生活利便性
1，2次産業 0.557 0.113 0.052 -0.124 -0.021
3次産業 -0.001 0.540 -0.472 0.594 0.435
生活維持 0.014 0.335 -0.575 0.542 0.571
交流 0.342 0.244 0.916 -0.626 -0.931

社会基盤 0.308 -0.103 -0.676 0.378 0.734
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【補注】 

注 1）社会行動とは 2 人以上の行動として，コミュニケーション行為を発生さ

せる行動。生活行動とは日常生活のために必要な行動。買い物や郵便局

に行くなどの利便活動や業務や畑作業などの生活の生業とする仕事を生

活行動とする。任意行動とは娯楽など個人が任意で行う行動。 
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「行事」に関する行動は今回観察できなかった。調査で

得られた行動回数とその分類を表 4 の下段に示す。 

３-３ 島民の行動と施設利用の関係 

図 1 より 1～4 区に行動や軌跡が集中していることがわ

かる。商業施設では「交流」「利便」「仕事」に関する行

動がそれぞれ観察されており，行動の多様性が観察でき

た。同一箇所において複数の行動が行われている箇所が 3

か所あり，いずれも「仕事」「交流」の組み合わせになっ

ていることが明らかとなった。つまり，仕事の場が交流

の場を兼ねていることがわかる。 

３-４ 行動軌跡からみる島民の施設利用圏域 

行政区ごとの施設利用の特徴と移動の際に要した距離

を示し，その傾向を列記する（表 5）。 

1 日の総軌跡延長をみると，最短では 2 区居住者（K）

の 568m であるのに対し，最長は 5 区居住者（D）の

7023m である。一方，総軌跡延長が最短であった 2 区居

住者（K）の行動数は 5 つであるのに対し，最長であった

5 区居住者（D）の行動数は 4 つとなっており，軌跡の長

さと行動の数は比例していないことがわかる。また，商

業施設，業務施設の利用圏域において，最短の居住区で

81m，最長の居住区で 3508m であったのに対し，畑の利

用圏域においては，最短の居住区で 86m，最長の居住区

で 160m と比較的距離の差は小さく，利用施設によって利 

用圏域に差がみられた。 

 

４ 総括 

本報では，住民の姫島村に対する高い満足度の要因と，

姫島村の行政区ごとの空間利用特性や住民の島内におい

ての生活行動を明らかにした。 

島民の居住環境評価と生活環境評価の関係では，周辺環

境の軸の主成分得点平均値と交流軸を構成するデイサー

ビス参加率の指数が 0.990 と最も高い相関が確認でき，交

流活動が姫島村における満足度の要因に大きく影響して

いると考えられる。      

生活行動調査ではサンプル数が少ないものの，平日に

関しては仕事に関する行動が中心であり，仕事をする場

所が交流の場ともなっていた。相関分析の結果から就労

の場に関する施設立地において，生活基盤に対する満足

度と文化・交流に対する満足度に関係性があると推測で

き，仕事をする場は満足度に大きく影響しているものと

考えられる。このように姫島村においては施設の立地・

機能とその施設で行われる活動が満足度に影響している

ことが確認できた。 

一方で，施設の用途によって利用圏域に差があることも確

認できたが，利用圏域が満足度に及ぼす影響については確認

するに至っておらず，今後さらに調査サンプルを加え，施設

ごとの行動種，軌跡距離等の傾向を把握することで，明らか

にする必要があると考えている。 
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総軌跡延長(m)
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2区 H

利用施設 商業 公共 商業
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居住区 氏名 項目
移動順

1648自宅からの距離(m) 751 764 751

施設間の距離(m)

自宅 業務

568自宅からの距離(m) 81 101 111 0 111

施設間の距離(m)

利用施設 商業 業務 業務

137 17 111 111

2区 K

4926自宅からの距離(m) 630 0 630 0 2406

施設間の距離(m) 630 630 2406

4区 N

利用施設 公共 自宅 公共 自宅 道路

630

1022自宅からの距離(m) 351 0

5区 D

利用施設 畑 自宅 業務 商業

80

7023自宅からの距離(m) 86 0 3508 3263
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図 1 姫島村における施設利用分布と行動軌跡 

表 5 調査対象者の属性と行動回数 
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